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◆
上
下
水
道
復
興
予
算
、
国
は
大
枠
を
決
め
中
身
は
自
治
体
に

任
せ
よ
筆
者
は
４
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
被
災
地

（気
仙
沼
市
、
南
三

陸
町
、
陸
前
高
田
市
、
大
船
渡
市
）
を
視
察
し
て
き
た
。
大
震
災

か
ら
３
週
間
後
、
傷
跡
が
生
々
し
い
現
場
で
あ

っ
た
。
そ
れ
か
ら

３
カ
月
後
、
Ｌ
水
道
施
設
の
復
旧
は
、
平
均
し
て
９２
％
、
残
り
は

都
市
の
機
能
を
失

っ
た
地
域
で
あ
る
。
現
在
の
問
題
は
、
上
水
道

が
復
旧
し
た
が
下
水
道
が
壊
滅
的
な
彼
害
を
受
け
た
地
域

（海
岸

地
域
の
低
い
所
）
で
、
地
盤
沈
下
も
伴
い
、
処
理
で
き
な
い
下
水

が
側
溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
噴
き
出
し
、
臭
い
や
蚊
、
ハ
エ
、
水

系
伝
染
病
の
発
生
源
に
な

っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
気
仙

沼
市
で
は
、
一面
台
に
あ

っ
た
大
半
の
地
域
は
大
津
波
の
影
響
を
受

け
な
か

っ
た
が
、
海
岸
地
域
は
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
て
い
る
。

水
道
め
復
―――
に
伴
い
、
Ｌ
流
か
ら
の
ド
水
は
ハ
岸
地
域
を
襲

っ
て

い
る
。
多
く
の
自
治
体
で
は
上
下
水
道

一
体
化
し
た
復
興

・
復
旧

案
を
や
り
た
い
が
、
現
実
に
は
被
害
査
定
の
方
法
や
予
算
執
行
時

期
が
大
き
く
異
な
り
、
さ
ら
に
法
律
的
な
壁
や
そ
の
業
界
の
慣
習

が
あ
り
、
前
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
な

ぜ
な
ら
管
轄
が
バ
ラ
バ
ラ
、
水
道
は
厚
労
省
、
総
務
省
、
下
水
は

国
交
省
、
し
尿
は
環
境
省
、
農
村
漁
村
集
落
排
水
は
農
水
省
、
ｌｉ

業
川
水
は
経
産
省
の
復
興
予
算
で
あ
る
ｕ

筆
者
の
基
本
的
な
考
え
方
は
、　
＾
刻
も
‐‐Ｌ
く
災
宵
復
興
特
区
を

定
め
、
各
自
治
体
が
必
要
と
す
る
水
イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
復
興
予

算
は
国
が
大
枠
を
定
め
、
纏
ま

っ
た
資
金
を
自
治
体

へ
預
け
自
治

体
の
主
体
性
に
任
せ
る
こ
と
が
復
興

・
復
旧
の
ス
ピ
ー
ド
感
や
実

効
性
を
上
げ
る
こ
と
に
な
る
。
水
は
地
産
地
消
で
、
そ
の
地
に
あ

る
水
の
こ
と
は
、
そ
の
地
に
あ
る
自
治
体
が

一
番
よ
く
理
解
し
て

い
る
。
上
下
水
道
の
復
興
を

一
体
化
す
る
こ
と
は
、
予
算
管
理
、
事

業
運
営
、
人
員
配
置
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
ハ
ー
ド
面
に

し
て
も
、
上
下
水
道
の
管
理
運
営
の

一
体
化
、
汚
泥
処
理
、
水
質
分

グ

ロ
ー
バ
ル
ウ

ォ
ー
タ
・
ジ

ャ
パ
ン
代
表

国
連
テ
ク

ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

麻
布
大
学
客
員
教
授

析
の

一
体
化
な
ど
、
国
が
復
興
予
算
の
大
枠
を
提
供
し
、
あ
と
は
首

長
が
や
る
気
を
見
せ
れ
ば
す
べ
て
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に

多
く
の
自
治
体
は
効
率
化
を
求
め
「上
下
水
道
局
や
部
」
と
な

っ
て

い
る
が
、
下
水
道
予
算
は
水
道
で
は
使
え
な
い
。
こ
れ
か
ら
本
格
的

に
「名
は
体
を
現
わ
す
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
〈
′
回
の
復
興

策
は
旧
弊
を
打
ち
破
り
新
し
い
概
念
で
上
下
水
道
を
構
築
す
る
、

こ
れ
は
以
前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
特
に
目
新
し

い
こ
と
で
は
な
い
。
実
行
で
き
る
最
高
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
て
い

る
だ
け
で
あ
る
。
新
し
い
日
本
を
創
り
だ
す
と
い
う
気
概
を
も

っ

て
や
り
抜
け
ば
、
短
期
間
に
復
興
を
遂
げ
る
日
本
の
モ
デ
ル
に
な

り
、
さ
ら
に
は
肛
界
に
通
用
す
る
実
証
モ
デ
ル
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

◆
下
水
処
理
は
最
高
の
放
射
能
除
染
装
置
で
あ
る
。
安
全
な
る

汚
泥
処
理

・
処
分
に
取
り
組
め

‐６
の
都
道
府
県
の
下
水
処
理
場
か
ら
放
射
性
物
質
が
検
出
さ

れ
、
毎
日
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
で
そ
の
数
値
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。
そ
の
結
果
、
下
水
処
理
場
付
近
の
住
民
や
環
境
保
護
団
体
か

ら

「下
水
処
理
場
は
い
ら
な
い
、
下
水
処
理
を
即
時
停
止
せ
よ
」

と
ま
る
で
原
発
と
同
じ
よ
う
な
下
水
道
反
対
論
が
渦
巻
い
て
い

る
。
と
ん
で
も
な
い

‐
…舌
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
議
に
、
下
水
道

関
係
者
は

リ１１
を
人
に
し
て
、
下
水
道
の
存
在
意
義
を
キ
チ
ン
と
説

明
す
べ
き
で
あ
る
。

「下
水
処
理
は
最
高
の
放
射
能
除
染
装
置
で

あ
る
」
と
。
下
水
道
の
目
的
は

「
公
衆
衛
生
を
守
る
こ
と
」
で
あ

る
。
下
水
処
理
場
に
放
射
性
廃
棄
物
が
多
く
集
ま
る
こ
と
は
、
汚

水
の
処
理
、
雨
水
の
排
除
が
キ
チ
ン
と
行
わ
れ
て
い
る
証
で
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
等
で
発
表
さ
れ
る
放
射
能
が
そ
の
地
域
に
蓄
積
す
る
こ

と
は
、
そ
の
地
の
住
民
に
と

っ
て
被
ば
く
線
量
が
毎
日
増
加
す
る

こ
と
に
な
り
、
将
来
健
康
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
の

で
あ
る
。

下
水
処
理
機
能
が
キ
チ
ン
と
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
住

民
の
生
活
環
境

（住
居
、
通
路
、
公
園
、
公
共
施
設
な
ど
）
か
ら

放
射
性
物
質
が
効
率
よ
く
排
除
さ
れ
、
住
民
は
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
わ
け
で
あ
る
。
と
は
言

っ
て
も
、
高
い
放
射
線
の
環
境
下
に
お

か
れ
て
い
る
住
民
は
安
心
で
き
な
い
の
も
事
実
で
あ
り
、
国
交
省

は
汚
泥
の
除
染
固
化
方
法
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
セ
メ
ン
ト
原
料

の
用
途
別
基
準
値
作
り
や
建
築
基
準
法
の
改
正
も
含
め
、
早
急
に

下
水
汚
泥
の
処
理

・
処
分
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

自治体主体で上下水道の構築を


